
小 学 校
次期学習指導要領（案） 現行学習指導要領

国 語
言葉による見方・考え方を働かせ、言語活動を通して、国語で正確に理

解し適切に表現する資質・能力を次のとおり育成することを目指す。
（1） 日常生活に必要な国語について、その特質を理解し適切に使うことが

できるようにする。
（2） 日常生活における人との関わりの中で伝え合う力を高め、思考力や想

像力を養う。
（3） 言葉がもつよさを認識するとともに、言語感覚を養い、国語の大切さ

を自覚し、国語を尊重してその能力の向上を図る態度を養う。

国語を適切に表現し正確に理解する能力を育成し、伝え合う力を高める
とともに、思考力や想像力及び言語感覚を養い、国語に対する関心を深め
国語を尊重する態度を育てる。

第1学年
及び
第2学年

（1） 日常生活に必要な国語の知識や技能を身に付けるとともに、我が国の
言語文化に親しんだり理解したりすることができるようにする。

（2） 順序立てて考える力や感じたり想像したりする力を養い、日常生活に
おける人との関わりの中で伝え合う力を高め、自分の思いや考えをもつ
ことができるようにする。

（3） 言葉がもつよさを感じるとともに、楽しんで読書をし、国語を大切に
して、思いや考えを伝え合おうとする態度を養う。

（1） 相手に応じ、身近なことなどについて、事柄の順序を考えながら話す
能力、大事なことを落とさないように聞く能力、話題に沿って話し合う
能力を身に付けさせるとともに、進んで話したり聞いたりしようとする
態度を育てる。

（2） 経験したことや想像したことなどについて、順序を整理し、簡単な構
成を考えて文や文章を書く能力を身に付けさせるとともに、進んで書こ
うとする態度を育てる。

（3） 書かれている事柄の順序や場面の様子などに気付いたり、想像を広げ
たりしながら読む能力を身に付けさせるとともに、楽しんで読書しよう
とする態度を育てる。

第3学年
及び
第4学年

（1） 日常生活に必要な国語の知識や技能を身に付けるとともに、我が国の
言語文化に親しんだり理解したりすることができるようにする。

（2） 筋道立てて考える力や豊かに感じたり想像したりする力を養い、日常
生活における人との関わりの中で伝え合う力を高め、自分の思いや考え
をまとめることができるようにする。

（3） 言葉がもつよさに気付くとともに、幅広く読書をし、国語を大切にし
て、思いや考えを伝え合おうとする態度を養う。

（1） 相手や目的に応じ、調べたことなどについて、筋道を立てて話す能力、
話の中心に気を付けて聞く能力、進行に沿って話し合う能力を身に付け
させるとともに、工夫をしながら話したり聞いたりしようとする態度を
育てる。

（2） 相手や目的に応じ、調べたことなどが伝わるように、段落相互の関係
などに注意して文章を書く能力を身に付けさせるとともに、工夫をしな
がら書こうとする態度を育てる。

（3） 目的に応じ、内容の中心をとらえたり段落相互の関係を考えたりしな
がら読む能力を身に付けさせるとともに、幅広く読書しようとする態度
を育てる。

第5学年
及び
第6学年

（1） 日常生活に必要な国語の知識や技能を身に付けるとともに、我が国の
言語文化に親しんだり理解したりすることができるようにする。

（2） 筋道立てて考える力や豊かに感じたり想像したりする力を養い、日常
生活における人との関わりの中で伝え合う力を高め、自分の思いや考え
を広げることができるようにする。

（3） 言葉がもつよさを認識するとともに、進んで読書をし、国語の大切さ
を自覚して、思いや考えを伝え合おうとする態度を養う。

（1） 目的や意図に応じ、考えたことや伝えたいことなどについて、的確に
話す能力、相手の意図をつかみながら聞く能力、計画的に話し合う能力
を身に付けさせるとともに、適切に話したり聞いたりしようとする態度
を育てる。

（2） 目的や意図に応じ、考えたことなどを文章全体の構成の効果を考えて
文章に書く能力を身に付けさせるとともに、適切に書こうとする態度を
育てる。

（3） 目的に応じ、内容や要旨をとらえながら読む能力を身に付けさせると
ともに、読書を通して考えを広げたり深めたりしようとする態度を育て
る。

社 会
社会的な見方・考え方を働かせ、課題を追究したり解決したりする活動

を通して、グローバル化する国際社会に主体的に生きる平和で民主的な国
家及び社会の形成者に必要な公民としての資質・能力の基礎を次のとおり
育成することを目指す。

（1） 地域や我が国の国土の地理的環境、現代社会の仕組みや働き、地域や
我が国の歴史や伝統と文化を通して社会生活について理解するとともに、
様々な資料や調査活動を通して情報を適切に調べまとめる技能を身に付
けるようにする。

（2） 社会的事象の特色や相互の関連、意味を多角的に考えたり、社会に見
られる課題を把握して、その解決に向けて社会への関わり方を選択・判

社会生活についての理解を図り、我が国の国土と歴史に対する理解と愛
情を育て、国際社会に生きる平和で民主的な国家・社会の形成者として必
要な公民的資質の基礎を養う。

「小学校学習指導要領案」及び「中学校学習指導要
領案」における各教科等の目標（新旧対照表）
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断したりする力、考えたことや選択・判断したことを適切に表現する力
を養う。

（3） 社会的事象について、よりよい社会を考え主体的に問題解決しようと
する態度を養うとともに、多角的な思考や理解を通して、地域社会に対
する誇りと愛情、地域社会の一員としての自覚、我が国の国土と歴史に
対する愛情、我が国の将来を担う国民としての自覚、世界の国々の人々
と共に生きていくことの大切さについての自覚などを養う。

第3学年 社会的事象の見方・考え方を働かせ、学習の問題を追究・解決する活動
を通して、次のとおり資質・能力を育成することを目指す。

（1） 身近な地域や市区町村の地理的環境、地域の安全を守るための諸活動
や地域の産業と消費生活の様子、地域の様子の移り変わりについて、人々
の生活との関連を踏まえて理解するとともに、調査活動、地図帳や各種
の具体的資料を通して、必要な情報を調べまとめる技能を身に付けるよ
うにする。

（2） 社会的事象の特色や相互の関連、意味を考える力、社会に見られる課
題を把握して、その解決に向けて社会への関わり方を選択・判断する力、
考えたことや選択・判断したことを表現する力を養う。

（3） 社会的事象について、主体的に学習の問題を解決しようとする態度や、
よりよい社会を考え学習したことを社会生活に生かそうとする態度を養
うとともに、思考や理解を通して、地域社会に対する誇りと愛情、地域
社会の一員としての自覚を養う。

（1） 地域の産業や消費生活の様子、人々の健康な生活や良好な生活環境及
び安全を守るための諸活動について理解できるようにし、地域社会の一
員としての自覚をもつようにする。

（2） 地域の地理的環境、人々の生活の変化や地域の発展に尽くした先人の
働きについて理解できるようにし、地域社会に対する誇りと愛情を育て
るようにする。

（3） 地域における社会的事象を観察、調査するとともに、地図や各種の具
体的資料を効果的に活用し、地域社会の社会的事象の特色や相互の関連
などについて考える力、調べたことや考えたことを表現する力を育てる
ようにする。

第4学年 社会的事象の見方・考え方を働かせ、学習の問題を追究・解決する活動
を通して、次のとおり資質・能力を育成することを目指す。

（1） 自分たちの都道府県の地理的環境の特色、地域の人々の健康と生活環
境を支える働きや自然災害から地域の安全を守るための諸活動、地域の
伝統と文化や地域の発展に尽くした先人の働きなどについて、人々の生
活との関連を踏まえて理解するとともに、調査活動、地図帳や各種の具
体的資料を通して、必要な情報を調べまとめる技能を身に付けるように
する。

（2） 社会的事象の特色や相互の関連、意味を考える力、社会に見られる課
題を把握して、その解決に向けて社会への関わり方を選択・判断する力、
考えたことや選択・判断したことを表現する力を養う。

（3） 社会的事象について、主体的に学習の問題を解決しようとする態度や、
よりよい社会を考え学習したことを社会生活に生かそうとする態度を養
うとともに、思考や理解を通して、地域社会に対する誇りと愛情、地域
社会の一員としての自覚を養う。

第5学年 社会的事象の見方・考え方を働かせ、学習の問題を追究・解決する活動
を通して、次のとおり資質・能力を育成することを目指す。

（1） 我が国の国土の地理的環境の特色や産業の現状、社会の情報化と産業
の関わりについて、国民生活との関連を踏まえて理解するとともに、地
図帳や地球儀、統計などの各種の基礎的資料を通して、情報を適切に調
べまとめる技能を身に付けるようにする。

（2） 社会的事象の特色や相互の関連、意味を多角的に考える力、社会に見
られる課題を把握して、その解決に向けて社会への関わり方を選択・判
断する力、考えたことや選択・判断したことを説明したり、それらを基
に議論したりする力を養う。

（3） 社会的事象について、主体的に学習の問題を解決しようとする態度や、
よりよい社会を考え学習したことを社会生活に生かそうとする態度を養
うとともに、多角的な思考や理解を通して、我が国の国土に対する愛情、
我が国の産業の発展を願い我が国の将来を担う国民としての自覚を養う。

（1） 我が国の国土の様子、国土の環境と国民生活との関連について理解で
きるようにし、環境の保全や自然災害の防止の重要性について関心を深
め、国土に対する愛情を育てるようにする。

（2） 我が国の産業の様子、産業と国民生活との関連について理解できるよ
うにし、我が国の産業の発展や社会の情報化の進展に関心をもつように
する。

（3） 社会的事象を具体的に調査するとともに、地図や地球儀、統計などの
各種の基礎的資料を効果的に活用し、社会的事象の意味について考える
力、調べたことや考えたことを表現する力を育てるようにする。

第6学年 社会的事象の見方・考え方を働かせ、学習の問題を追究・解決する活動
を通して、次のとおり資質・能力を育成することを目指す。

（1） 我が国の政治の考え方と仕組みや働き、国家及び社会の発展に大きな
働きをした先人の業績や優れた文化遺産、我が国と関係の深い国の生活
やグローバル化する国際社会における我が国の役割について理解すると
ともに、地図帳や地球儀、統計や年表などの各種の基礎的資料を通して、
情報を適切に調べまとめる技能を身に付けるようにする。

（2） 社会的事象の特色や相互の関連、意味を多角的に考える力、社会に見
られる課題を把握して、その解決に向けて社会への関わり方を選択・判
断する力、考えたことや選択・判断したことを説明したり、それらを基
に議論したりする力を養う。

（3） 社会的事象について、主体的に学習の問題を解決しようとする態度や、
よりよい社会を考え学習したことを社会生活に生かそうとする態度を養
うとともに、多角的な思考や理解を通して、我が国の歴史や伝統を大切

（1） 国家・社会の発展に大きな働きをした先人の業績や優れた文化遺産に
ついて興味・関心と理解を深めるようにするとともに、我が国の歴史や
伝統を大切にし、国を愛する心情を育てるようにする。

（2） 日常生活における政治の働きと我が国の政治の考え方及び我が国と関
係の深い国の生活や国際社会における我が国の役割を理解できるように
し、平和を願う日本人として世界の国々の人々と共に生きていくことが
大切であることを自覚できるようにする。

（3） 社会的事象を具体的に調査するとともに、地図や地球儀、年表などの
各種の基礎的資料を効果的に活用し、社会的事象の意味をより広い視野
から考える力、調べたことや考えたことを表現する力を育てるようにす
る。
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にして国を愛する心情、我が国の将来を担う国民としての自覚や平和を
願う日本人として世界の国々の人々と共に生きることの大切さについて
の自覚を養う。

算 数
数学的な見方・考え方を働かせ、数学的活動を通して、数学的に考える

資質・能力を次のとおり育成することを目指す。
（1） 数量や図形などについての基礎的・基本的な概念や性質などを理解す

るとともに、日常の事象を数理的に処理する技能を身に付けるようにす
る。

（2） 日常の事象を数理的に捉え見通しをもち筋道を立てて考察する力、基
礎・基本的な数量や図形の性質などを見いだし統合的・発展的に考察す
る力、数学的な表現を用いて事象を簡潔・明瞭・的確に表したり目的に
応じて柔軟に表したりする力を養う。

（3） 数学的活動の楽しさや数学のよさに気付き、学習を振り返ってよりよ
く問題解決する態度、算数で学んだことを生活や学習に活用する態度を
養う。

算数的活動を通して、数量や図形についての基礎的・基本的な知識及び
技能を身に付け、日常の事象について見通しをもち筋道を立てて考え、表
現する能力を育てるとともに、算数的活動の楽しさや数理的な処理のよさ
に気付き、進んで生活や学習に活用しようとする態度を育てる。

第1学年 （1） 数の概念とその表し方及び計算の意味を理解し、量、図形及び数量の
関係についての理解の基礎となる経験を重ね、数量や図形についての感
覚を豊かにするとともに、加法及び減法の計算をしたり、形を構成した
り、身の回りにある量の大きさを比べたり、簡単な絵や図などに表した
りすることなどについての技能を身に付けるようにする。

（2） ものの数に着目し、具体物や図などを用いて数の数え方や計算の仕方
を考える力、ものの形に着目して特徴を捉えたり、具体的な操作を通し
て形の構成について考えたりする力、身の回りにあるものの特徴を量に
着目して捉え、量の大きさの比べ方を考える力、データの個数に着目し
て身の回りの事象の特徴を捉える力などを養う。

（3） 数量や図形に親しみ、算数で学んだことのよさや楽しさを感じながら
学ぶ態度を養う。

（1） 具体物を用いた活動などを通して、数についての感覚を豊かにする。
数の意味や表し方について理解できるようにするとともに、加法及び減
法の意味について理解し、それらの計算の仕方を考え、用いることがで
きるようにする。

（2） 具体物を用いた活動などを通して、量とその測定についての理解の基
礎となる経験を重ね、量の大きさについての感覚を豊かにする。

（3） 具体物を用いた活動などを通して、図形についての理解の基礎となる
経験を重ね、図形についての感覚を豊かにする。

（4） 具体物を用いた活動などを通して、数量やその関係を言葉、数、式、
図などに表したり読み取ったりすることができるようにする。

第2学年 （1） 数の概念や性質についての理解を深め、計算の意味と性質、基本的な
図形の概念、量の概念、簡単な表とグラフなどについて理解し、数量や
図形についての感覚を豊かにするとともに、加法、減法及び乗法の計算
をしたり、図形を構成したり、長さやかさなどを測定したり、表やグラ
フに表したりすることなどについての技能を身に付けるようにする。

（2） 数とその表現や数量の関係に着目し、必要に応じて具体物や図などを
用いて数の表し方や計算の仕方などを考察する力、平面図形の特徴を図
形を構成する要素に着目して捉えたり、身の回りの事象を図形の性質か
ら考察したりする力、身の回りにあるものの特徴を量に着目して捉え、
量の単位を用いて的確に表現する力、身の回りの事象をデータの特徴に
着目して捉え、簡潔に表現したり考察したりする力などを養う。

（3） 数量や図形に進んで関わり、数学的に表現・処理したことを振り返り、
数理的な処理のよさに気付き生活や学習に活用する態度を養う。

（1） 具体物を用いた活動などを通して、数についての感覚を豊かにする。
数の意味や表し方についての理解を深めるとともに、加法及び減法につ
いての理解を深め、用いることができるようにする。また、乗法の意味
について理解し、その計算の仕方を考え、用いることができるようにす
る。

（2） 具体物を用いた活動などを通して、長さや体積などの単位と測定につ
いて理解できるようにし、量の大きさについての感覚を豊かにする。

（3） 具体物を用いた活動などを通して、三角形や四角形などの図形につい
て理解できるようにし、図形についての感覚を豊かにする。

（4） 具体物を用いた活動などを通して、数量やその関係を言葉、数、式、
図、表、グラフなどに表したり読み取ったりすることができるようにす
る。

第3学年 （1） 数の表し方、整数の計算の意味と性質、小数及び分数の意味と表し方、
基本的な図形の概念、量の概念、棒グラフなどについて理解し、数量や
図形についての感覚を豊かにするとともに、整数などの計算をしたり、
図形を構成したり、長さや重さなどを測定したり、表やグラフに表した
りすることなどについての技能を身に付けるようにする。

（2） 数とその表現や数量の関係に着目し、必要に応じて具体物や図などを
用いて数の表し方や計算の仕方などを考察する力、平面図形の特徴を図
形を構成する要素に着目して捉えたり、身の回りの事象を図形の性質か
ら考察したりする力、身の回りにあるものの特徴を量に着目して捉え、
量の単位を用いて的確に表現する力、身の回りの事象をデータの特徴に
着目して捉え、簡潔に表現したり適切に判断したりする力などを養う。

（3） 数量や図形に進んで関わり、数学的に表現・処理したことを振り返り、
数理的な処理のよさに気付き生活や学習に活用する態度を養う。

（1） 加法及び減法を適切に用いることができるようにするとともに、乗法
についての理解を深め、適切に用いることができるようにする。また、
除法の意味について理解し、その計算の仕方を考え、用いることができ
るようにする。さらに、小数及び分数の意味や表し方について理解でき
るようにする。

（2） 長さ、重さ及び時間の単位と測定について理解できるようにする。
（3） 図形を構成する要素に着目して、二等辺三角形や正三角形などの図形

について理解できるようにする。
（4） 数量やその関係を言葉、数、式、図、表、グラフなどに表したり読み

取ったりすることができるようにする。

第4学年 （1） 小数及び分数の意味と表し方、四則の関係、平面図形と立体図形、面
積、角の大きさ、折れ線グラフなどについて理解するとともに、整数、
小数及び分数の計算をしたり、図形を構成したり、図形の面積や角の大
きさを求めたり、表やグラフに表したりすることなどについての技能を
身に付けるようにする。

（2） 数とその表現や数量の関係に着目し、目的に合った表現方法を用いて
計算の仕方などを考察する力、図形の構成要素及びそれらの位置関係に
着目し、図形の性質や図形の計量について考察する力、伴って変わる二
つの数量やそれらの関係に着目し、変化や対応の特徴を見いだして、二

（1） 除法についての理解を深め、適切に用いることができるようにする。
また、小数及び分数の意味や表し方についての理解を深め、小数及び分
数についての加法及び減法の意味を理解し、それらの計算の仕方を考え、
用いることができるようにする。さらに、概数について理解し、目的に
応じて用いることができるようにする。

（2） 面積の単位と測定について理解し、図形の面積を求めることができる
ようにするとともに、角の大きさの単位と測定について理解できるよう
にする。

（3） 図形を構成要素及びそれらの位置関係に着目して考察し、平行四辺形
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つの数量の関係を表や式を用いて考察する力、目的に応じてデータを収
集し、表やグラフに的確に表現し、それらを用いて問題解決したり、解
決の過程や結果を多面的に捉え考察したりする力などを養う。

（3） 数学的に表現・処理したことを振り返り、多面的に捉え検討してより
よいものを求めて粘り強く考える態度、数学のよさに気付き学習したこ
とを生活や学習に活用する態度を養う。

やひし形などの平面図形及び直方体などの立体図形について理解できる
ようにする。

（4） 数量やその関係を言葉、数、式、図、表、グラフなどに表したり調べ
たりすることができるようにする。

第5学年 （1） 整数の性質、分数の意味、小数と分数の計算の意味、面積の公式、図
形の意味と性質、図形の体積、速さ、割合、帯グラフなどについて理解
するとともに、小数や分数の計算をしたり、図形の性質を調べたり、図
形の面積や体積を求めたり、表やグラフに表したりすることなどについ
ての技能を身に付けるようにする。

（2） 数とその表現や計算の意味に着目し、目的に合った表現方法を用いて
数の性質や計算の仕方などを考察する力、図形を構成する要素や図形間
の関係などに着目し、図形の性質や図形の計量について考察する力、伴っ
て変わる二つの数量やそれらの関係に着目し、変化や対応の特徴を見い
だして、二つの数量の関係を表や式を用いて考察する力、目的に応じて
データを収集し、表やグラフに的確に表現し、それらを用いて問題解決
したり、解決の過程や結果を多面的に捉え考察したりする力などを養う。

（3） 数学的に表現・処理したことを振り返り、多面的に捉え検討してより
よいものを求めて粘り強く考える態度、数学のよさに気付き学習したこ
とを生活や学習に活用する態度を養う。

（1） 整数の性質についての理解を深める。また、小数の乗法及び除法や分
数の加法及び減法の意味についての理解を深め、それらの計算の仕方を
考え、用いることができるようにする。

（2） 三角形や平行四辺形などの面積及び直方体などの体積を求めることが
できるようにする。また、測定値の平均及び異種の二つの量の割合につ
いて理解できるようにする。

（3） 平面図形についての理解を深めるとともに、角柱などの立体図形につ
いて理解できるようにする。

（4） 数量の関係を考察するとともに、百分率や円グラフなどを用いて資料
の特徴を調べることができるようにする。

第6学年 （1） 分数の計算の意味、文字を用いた式、図形の意味、図形の体積、比例、
度数分布を表す表などについて理解するとともに、分数の計算をしたり、
図形を構成したり、図形の面積や体積を求めたり、表やグラフに表した
りすることなどについての技能を身に付けるようにする。

（2） 数とその表現や計算の意味に着目し、発展的に考察して問題を見いだ
すとともに、目的に応じて多様な表現方法を用いながら数の表し方や計
算の仕方などを考察する力、図形を構成する要素や図形間の関係などに
着目し、図形の性質や図形の計量について考察する力、伴って変わる二
つの数量やそれらの関係に着目し、変化や対応の特徴を見いだして、二
つの数量の関係を表や式、グラフを用いて考察する力、身の回りの事象
から設定した問題について、適切にデータを収集し、目的に応じて適切
な手法を選択して分析を行い、それらを用いて問題解決したり、解決の
過程や結果を批判的に考察したりする力などを養う。

（3） 数学的に表現・処理したことを振り返り、多面的に捉え検討してより
よいものを求めて粘り強く考える態度、数学のよさに気付き学習したこ
とを生活や学習に活用する態度を養う。

（1） 分数の乗法及び除法の意味についての理解を深め、それらの計算の仕
方を考え、用いることができるようにする。

（2） 円の面積及び角柱などの体積を求めることができるようにするととも
に、速さについて理解し、求めることができるようにする。

（3） 縮図や拡大図、対称な図形について理解し、図形についての理解を深
める。

（4） 比や比例について理解し、数量の関係の考察に関数の考えを用いるこ
とができるようにするとともに、文字を用いて式に表すことができるよ
うにする。また、資料の散らばりを調べ統計的に考察することができる
ようにする。

理 科
自然に親しみ、理科の見方・考え方を働かせ、見通しをもって観察、実

験を行うことなどを通して、自然の事物・現象についての問題を科学的に
解決するために必要な資質・能力を次のとおり育成することを目指す。

（1） 自然の事物・現象についての理解を図り、観察、実験などに関する基
本的な技能を身に付けるようにする。

（2） 観察、実験などを行い、問題解決の力を養う。
（3） 自然を愛する心情や主体的に問題を解決する態度を養う。

自然に親しみ、見通しをもって観察、実験などを行い、問題解決の能力
と自然を愛する心情を育てるとともに、自然の事物・現象についての実感
を伴った理解を図り、科学的な見方や考え方を養う。

第3学年 （1） 物質・エネルギー
① 物の性質、風とゴムの力の働き、光と音の性質、磁石の性質及び電気の

回路についての理解を図り、観察、実験などに関する基本的な技能を身
に付けるようにする。

② 物の性質、風とゴムの力の働き、光と音の性質、磁石の性質及び電気の
回路について追究する中で、主に差異点や共通点を基に、問題を見いだ
す力を養う。

③ 物の性質、風とゴムの力の働き、光と音の性質、磁石の性質及び電気の
回路について追究する中で、主体的に問題を解決する態度を養う。

（2） 生命・地球
① 身の回りの生物、太陽と地面の様子についての理解を図り、観察、実験

などに関する基本的な技能を身に付けるようにする。
② 身の回りの生物、太陽と地面の様子について追究する中で、主に差異点

や共通点を基に、問題を見いだす力を養う。
③ 身の回りの生物、太陽と地面の様子について追究する中で、生物を愛護

する態度や主体的に問題を解決する態度を養う。

（1） 物の重さ、風やゴムの力並びに光、磁石及び電気を働かせたときの現
象を比較しながら調べ、見いだした問題を興味・関心をもって追究した
りものづくりをしたりする活動を通して、それらの性質や働きについて
の見方や考え方を養う。

（2） 身近に見られる動物や植物、日なたと日陰の地面を比較しながら調べ、
見いだした問題を興味・関心をもって追究する活動を通して、生物を愛
護する態度を育てるとともに、生物の成長のきまりや体のつくり、生物
と環境とのかかわり、太陽と地面の様子との関係についての見方や考え
方を養う。

第4学年 （1） 物質・エネルギー
① 空気、水及び金属の性質、電流の働きについての理解を図り、観察、実

（1） 空気や水、物の状態の変化、電気による現象を力、熱、電気の働きと
関係付けながら調べ、見いだした問題を興味・関心をもって追究したり
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験などに関する基本的な技能を身に付けるようにする。
② 空気、水及び金属の性質、電流の働きについて追究する中で、主に既習

の内容や生活経験を基に、根拠のある予想や仮説を発想する力を養う。
③ 空気、水及び金属の性質、電流の働きについて追究する中で、主体的に

問題を解決する態度を養う。
（2） 生命・地球
① 人の体のつくりと運動、動物の活動や植物の成長と環境との関わり、雨

水の行方と地面の様子、気象現象、月や星についての理解を図り、観察、
実験などに関する基本的な技能を身に付けるようにする。

② 人の体のつくりと運動、動物の活動や植物の成長と環境との関わり、雨
水の行方と地面の様子、気象現象、月や星について追究する中で、主に既
習の内容や生活経験を基に、根拠のある予想や仮説を発想する力を養う。

③ 人の体のつくりと運動、動物の活動や植物の成長と環境との関わり、雨
水の行方と地面の様子、気象現象、月や星について追究する中で、生物
を愛護する態度や主体的に問題を解決する態度を養う。

ものづくりをしたりする活動を通して、それらの性質や働きについての
見方や考え方を養う。

（2） 人の体のつくり、動物の活動や植物の成長、天気の様子、月や星の位
置の変化を運動、季節、気温、時間などと関係付けながら調べ、見いだ
した問題を興味・関心をもって追究する活動を通して、生物を愛護する
態度を育てるとともに、人の体のつくりと運動、動物の活動や植物の成
長と環境とのかかわり、気象現象、月や星の動きについての見方や考え
方を養う。

第5学年 （1） 物質・エネルギー
① 物の溶け方、振り子の運動、電流がつくる磁力についての理解を図り、

観察、実験などに関する基本的な技能を身に付けるようにする。
② 物の溶け方、振り子の運動、電流がつくる磁力について追究する中で、

主に予想や仮説を基に、解決の方法を発想する力を養う。
③ 物の溶け方、振り子の運動、電流がつくる磁力について追究する中で、

主体的に問題を解決する態度を養う。
（2） 生命・地球
① 生命の連続性、流れる水の働き、気象現象の規則性についての理解を図

り、観察、実験などに関する基本的な技能を身に付けるようにする。
② 生命の連続性、流れる水の働き、気象現象の規則性について追究する中

で、主に予想や仮説を基に、解決の方法を発想する力を養う。
③ 生命の連続性、流れる水の働き、気象現象の規則性について追究する中

で、生命を尊重する態度や主体的に問題を解決する態度を養う。

（1） 物の溶け方、振り子の運動、電磁石の変化や働きをそれらにかかわる
条件に目を向けながら調べ、見いだした問題を計画的に追究したりもの
づくりをしたりする活動を通して、物の変化の規則性についての見方や
考え方を養う。

（2） 植物の発芽から結実までの過程、動物の発生や成長、流水の様子、天
気の変化を条件、時間、水量、自然災害などに目を向けながら調べ、見
いだした問題を計画的に追究する活動を通して、生命を尊重する態度を
育てるとともに、生命の連続性、流水の働き、気象現象の規則性につい
ての見方や考え方を養う。

第6学年 （1） 物質・エネルギー
① 燃焼の仕組み、水溶液の性質、てこの規則性及び電気の性質や働きにつ

いての理解を図り、観察、実験などに関する基本的な技能を身に付ける
ようにする。

② 燃焼の仕組み、水溶液の性質、てこの規則性及び電気の性質や働きにつ
いて追究する中で、主にそれらの仕組みや性質、規則性及び働きについ
て、より妥当な考えをつくりだす力を養う。

③ 燃焼の仕組み、水溶液の性質、てこの規則性及び電気の性質や働きにつ
いて追究する中で、主体的に問題を解決する態度を養う。

（2） 生命・地球
① 生物の体のつくりと働き、生物と環境との関わり、土地のつくりと変化、

月の形の見え方と太陽との位置関係についての理解を図り、観察、実験
などに関する基本的な技能を身に付けるようにする。

② 生物の体のつくりと働き、生物と環境との関わり、土地のつくりと変化、
月の形の見え方と太陽との位置関係について追究する中で、主にそれら
の働きや関わり、変化及び関係について、より妥当な考えをつくりだす
力を養う。

③ 生物の体のつくりと働き、生物と環境との関わり、土地のつくりと変化、
月の形の見え方と太陽との位置関係について追究する中で、生命を尊重
する態度や主体的に問題を解決する態度を養う。

（1） 燃焼、水溶液、てこ及び電気による現象についての要因や規則性を推
論しながら調べ、見いだした問題を計画的に追究したりものづくりをし
たりする活動を通して、物の性質や規則性についての見方や考え方を養
う。

（2） 生物の体のつくりと働き、生物と環境、土地のつくりと変化の様子、
月と太陽の関係を推論しながら調べ、見いだした問題を計画的に追究す
る活動を通して、生命を尊重する態度を育てるとともに、生物の体の働
き、生物と環境とのかかわり、土地のつくりと変化のきまり、月の位置
や特徴についての見方や考え方を養う。

生 活
具体的な活動や体験を通して、身近な生活に関わる見方・考え方を生か

し、自立し生活を豊かにしていくための資質・能力を次のとおり育成する
ことを目指す。

（1） 活動や体験の過程において、自分自身、身近な人々、社会及び自然の
特徴やよさ、それらの関わり等に気付くとともに、生活上必要な習慣や
技能を身に付けるようにする。

（2） 身近な人々、社会及び自然を自分との関わりで捉え、自分自身や自分
の生活について考え、表現することができるようにする。

（3） 身近な人々、社会及び自然に自ら働きかけ、意欲や自信をもって学ん
だり生活を豊かにしたりしようとする態度を養う。

具体的な活動や体験を通して、自分と身近な人々、社会及び自然とのか
かわりに関心をもち、自分自身や自分の生活について考えさせるとともに、
その過程において生活上必要な習慣や技能を身に付けさせ、自立への基礎
を養う。

第1学年
及び
第2学年

（1） 学校、家庭及び地域の生活に関わることを通して、自分と身近な人々、
社会及び自然との関わりについて考えることができ、それらのよさやす
ばらしさ、自分との関わりに気付き、地域に愛着をもち自然を大切にし

（1） 自分と身近な人々及び地域の様々な場所、公共物などとのかかわりに
関心をもち、地域のよさに気付き、愛着をもつことができるようにする
とともに、集団や社会の一員として自分の役割や行動の仕方について考
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たり、集団や社会の一員として安全で適切な行動をしたりするようにす
る。

（2） 身近な人々、社会及び自然と触れ合ったり関わったりすることを通し
て、それらを工夫したり楽しんだりすることができ、活動のよさや大切
さに気付き、自分たちの遊びや生活をよりよくするようにする。

（3） 自分自身を見つめることを通して、自分の生活や成長、身近な人々の
支えについて考えることができ、自分のよさや可能性に気付き、意欲と
自信をもって生活するようにする。

え、安全で適切な行動ができるようにする。
（2） 自分と身近な動物や植物などの自然とのかかわりに関心をもち、自然

のすばらしさに気付き、自然を大切にしたり、自分たちの遊びや生活を
工夫したりすることができるようにする。

（3） 身近な人々、社会及び自然とのかかわりを深めることを通して、自分
のよさや可能性に気付き、意欲と自信をもって生活することができるよ
うにする。

（4） 身近な人々、社会及び自然に関する活動の楽しさを味わうとともに、
それらを通して気付いたことや楽しかったことなどについて、言葉、絵、
動作、劇化などの方法により表現し、考えることができるようにする。

音 楽
表現及び鑑賞の活動を通して、音楽的な見方・考え方を働かせ、生活や

社会の中の音や音楽と豊かに関わる資質・能力を次のとおり育成すること
を目指す。

（1） 曲想と音楽の構造などとの関わりについて理解するとともに、表した
い音楽表現をするために必要な技能を身に付けるようにする。

（2） 音楽表現を工夫することや、音楽を味わって聴くことができるように
する。

（3） 音楽活動の楽しさを体験することを通して、音楽を愛好する心情と音
楽に対する感性を育むとともに、音楽に親しむ態度を養い、豊かな情操
を培う。

表現及び鑑賞の活動を通して、音楽を愛好する心情と音楽に対する感性
を育てるとともに、音楽活動の基礎的な能力を培い、豊かな情操を養う。

第1学年
及び
第2学年

（1） 曲想と音楽の構造などとの関わりについて気付くとともに、音楽表現
を楽しむために必要な歌唱、器楽、音楽づくりの技能を身に付けるよう
にする。

（2） 音楽表現を考えて表現に対する思いをもつことや、曲や演奏の楽しさ
を見いだしながら音楽を味わって聴くことができるようにする。

（3） 楽しく音楽に関わり、協働して音楽活動をする楽しさを感じながら、
身の回りの様々な音楽に親しむとともに、音楽経験を生かして生活を明
るく潤いのあるものにする態度を養う。

（1） 楽しく音楽にかかわり、音楽に対する興味・関心をもち、音楽経験を
生かして生活を明るく潤いのあるものにする態度と習慣を育てる。

（2） 基礎的な表現の能力を育て、音楽表現の楽しさに気付くようにする。
（3） 様々な音楽に親しむようにし、基礎的な鑑賞の能力を育て、音楽を味

わって聴くようにする。

第3学年
及び
第4学年

（1） 曲想と音楽の構造などとの関わりについて気付くとともに、表したい
音楽表現をするために必要な歌唱、器楽、音楽づくりの技能を身に付け
るようにする。

（2） 音楽表現を考えて表現に対する思いや意図をもつことや、曲や演奏の
よさなどを見いだしながら音楽を味わって聴くことができるようにする。

（3） 進んで音楽に関わり、協働して音楽活動をする楽しさを感じながら、
様々な音楽に親しむとともに、音楽経験を生かして生活を明るく潤いの
あるものにする態度を養う。

（1） 進んで音楽にかかわり、音楽活動への意欲を高め、音楽経験を生かし
て生活を明るく潤いのあるものにする態度と習慣を育てる。

（2） 基礎的な表現の能力を伸ばし、音楽表現の楽しさを感じ取るようにす
る。

（3） 様々な音楽に親しむようにし、基礎的な鑑賞の能力を伸ばし、音楽を
味わって聴くようにする。

第5学年
及び
第6学年

（1） 曲想と音楽の構造などとの関わりについて理解するとともに、表した
い音楽表現をするために必要な歌唱、器楽、音楽づくりの技能を身に付
けるようにする。

（2） 音楽表現を考えて表現に対する思いや意図をもつことや、曲や演奏の
よさなどを見いだしながら音楽を味わって聴くことができるようにする。

（3） 主体的に音楽に関わり、協働して音楽活動をする楽しさを味わいなが
ら、様々な音楽に親しむとともに、音楽経験を生かして生活を明るく潤
いのあるものにする態度を養う。

（1） 創造的に音楽にかかわり、音楽活動への意欲を高め、音楽経験を生か
して生活を明るく潤いのあるものにする態度と習慣を育てる。

（2） 基礎的な表現の能力を高め、音楽表現の喜びを味わうようにする。
（3） 様々な音楽に親しむようにし、基礎的な鑑賞の能力を高め、音楽を味

わって聴くようにする。

図画工作
表現及び鑑賞の活動を通して、造形的な見方・考え方を働かせ、生活や

社会の中の形や色などと豊かに関わる資質・能力を次のとおり育成するこ
とを目指す。

（1） 対象や事象を捉える造形的な視点について自分の感覚や行為を通して
理解するとともに、材料や用具を使い、表し方などを工夫して、創造的
につくったり表したりすることができるようにする。

（2） 造形的なよさや美しさ、表したいこと、表し方などについて考え、創
造的に発想や構想をしたり、作品などに対する自分の見方や感じ方を深
めたりすることができるようにする。

（3） つくりだす喜びを味わうとともに、感性を育み、楽しく豊かな生活を
創造する態度を養い、豊かな情操を培う。

表現及び鑑賞の活動を通して、感性を働かせながら、つくりだす喜びを
味わうようにするとともに、造形的な創造活動の基礎的な能力を培い、豊
かな情操を養う。

第1学年
及び
第2学年

（1） 対象や事象を捉える造形的な視点について自分の感覚や行為を通して
気付くとともに、手や体全体の感覚などを働かせ材料や用具を使い、表
し方などを工夫して、創造的につくったり表したりすることができるよ
うにする。

（2） 作品などの造形的な面白さや楽しさ、表したいこと、表し方などにつ

（1） 進んで表したり見たりする態度を育てるとともに、つくりだす喜びを
味わうようにする。

（2） 造形活動を楽しみ、豊かな発想をするなどして、体全体の感覚や技能
などを働かせるようにする。

（3） 身の回りの作品などから、面白さや楽しさを感じ取るようにする。
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いて考え、楽しく発想や構想をしたり、身の回りの作品などから、作品
などに対する自分の見方や感じ方を広げたりすることができるようにす
る。

（3） 楽しく表現したり鑑賞したりする活動に取り組み、つくりだす喜びを
味わうとともに、形や色などに関わり楽しい生活を創造する態度を養う。

第3学年
及び
第4学年

（1） 対象や事象を捉える造形的な視点について自分の感覚や行為を通して
分かるとともに、手や体全体を十分に働かせ材料や用具を使い、表し方
などを工夫して、創造的につくったり表したりすることができるように
する。

（2） 作品などの造形的なよさや面白さ、表したいこと、表し方などについ
て考え、豊かに発想や構想をしたり、身近にある作品などから、作品な
どに対する自分の見方や感じ方を広げたりすることができるようにする。

（3） 進んで表現したり鑑賞したりする活動に取り組み、つくりだす喜びを
味わうとともに、形や色などに関わり楽しく豊かな生活を創造する態度
を養う。

（1） 進んで表現したり鑑賞したりする態度を育てるとともに、つくりだす
喜びを味わうようにする。

（2） 材料などから豊かな発想をし、手や体全体を十分に働かせ、表し方を
工夫し、造形的な能力を伸ばすようにする。

（3） 身近にある作品などから、よさや面白さを感じ取るようにする。

第5学年
及び
第6学年

（1） 対象や事象を捉える造形的な視点について自分の感覚や行為を通して
理解するとともに、材料や用具を活用し、表し方などを工夫して、創造
的につくったり表したりすることができるようにする。

（2） 作品などの造形的なよさや美しさ、表したいこと、表し方などについ
て考え、創造的に発想や構想をしたり、親しみのある作品などから、作
品などに対する自分の見方や感じ方を深めたりすることができるように
する。

（3） 主体的に表現したり鑑賞したりする活動に取り組み、つくりだす喜び
を味わうとともに、形や色などに関わり楽しく豊かな生活を創造する態
度を養う。

（1） 創造的に表現したり鑑賞したりする態度を育てるとともに、つくりだ
す喜びを味わうようにする。

（2） 材料などの特徴をとらえ、想像力を働かせて発想し、主題の表し方を
構想するとともに、様々な表し方を工夫し、造形的な能力を高めるよう
にする。

（3） 親しみのある作品などから、よさや美しさを感じ取るとともに、それ
らを大切にするようにする。

家 庭
生活の営みに係る見方・考え方を働かせ、衣食住などに関する実践的・

体験的な活動を通して、生活をよりよくしようと工夫する資質・能力を次
のとおり育成することを目指す。

（1） 家族や家庭、衣食住、消費や環境などについて、日常生活に必要な基
礎的な理解を図るとともに、それらに係る技能を身に付けるようにする。

（2） 日常生活の中から問題を見いだして課題を設定し、様々な解決方法を
考え、実践を評価・改善し、考えたことを表現するなど、課題を解決す
る力を養う。

（3） 家庭生活を大切にする心情を育み、家族や地域の人々との関わりを考
え、家族の一員として、生活をよりよくしようと工夫する実践的な態度
を養う。

衣食住などに関する実践的・体験的な活動を通して、日常生活に必要な
基礎的・基本的な知識及び技能を身に付けるとともに、家庭生活を大切に
する心情をはぐくみ、家族の一員として生活をよりよくしようとする実践
的な態度を育てる。

第5学年
及び
第6学年

（1） 衣食住や家族の生活などに関する実践的・体験的な活動を通して、自
分の成長を自覚するとともに、家庭生活への関心を高め、その大切さに
気付くようにする。

（2） 日常生活に必要な基礎的・基本的な知識及び技能を身に付け、身近な
生活に活用できるようにする。

（3） 自分と家族などとのかかわりを考えて実践する喜びを味わい、家庭生
活をよりよくしようとする実践的な態度を育てる。

体 育
体育や保健の見方・考え方を働かせ、課題を見付け、その解決に向けた

学習過程を通して、心と体を一体として捉え、生涯にわたって心身の健康
を保持増進し豊かなスポーツライフを実現するための資質・能力を次のと
おり育成することを目指す。

（1） その特性に応じた各種の運動の行い方及び身近な生活における健康・
安全について理解するとともに、基本的な動きや技能を身に付けるよう
にする。

（2） 運動や健康についての自己の課題を見付け、その解決に向けて思考し
判断するとともに、他者に伝える力を養う。

（3） 運動に親しむとともに健康の保持増進と体力の向上を目指し、楽しく
明るい生活を営む態度を養う。

心と体を一体としてとらえ、適切な運動の経験と健康・安全についての
理解を通して、生涯にわたって運動に親しむ資質や能力の基礎を育てると
ともに健康の保持増進と体力の向上を図り、楽しく明るい生活を営む態度
を育てる。

第1学年
及び
第2学年

（1） 各種の運動遊びの楽しさに触れ、その行い方を知るとともに、基本的
な動きを身に付けるようにする。

（2） 各種の運動遊びの行い方を工夫するとともに、考えたことを他者に伝
える力を養う。

（3） 各種の運動遊びに進んで取り組み、きまりを守り誰とでも仲よく運動
をしたり、健康・安全に留意したりし、意欲的に運動をする態度を養う。

（1） 簡単なきまりや活動を工夫して各種の運動を楽しくできるようにする
とともに、その基本的な動きを身に付け、体力を養う。

（2） だれとでも仲よくし、健康・安全に留意して意欲的に運動をする態度
を育てる。
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第3学年
及び
第4学年

（1） 各種の運動の楽しさや喜びに触れ、その行い方及び健康で安全な生活
や体の発育・発達について理解するとともに、基本的な動きや技能を身
に付けるようにする。

（2） 自己の運動や身近な生活における健康の課題を見付け、その解決のた
めの方法や活動を工夫するとともに、考えたことを他者に伝える力を養
う。

（3） 各種の運動に進んで取り組み、きまりを守り誰とでも仲よく運動をし
たり、友達の考えを認めたり、場や用具の安全に留意したりし、最後ま
で努力して運動をする態度を養う。また、健康の大切さに気付き、自己
の健康の保持増進に進んで取り組む態度を養う。

（1） 活動を工夫して各種の運動を楽しくできるようにするとともに、その
基本的な動きや技能を身に付け、体力を養う。

（2） 協力、公正などの態度を育てるとともに、健康・安全に留意し、最後
まで努力して運動をする態度を育てる。

（3） 健康な生活及び体の発育・発達について理解できるようにし、身近な
生活において健康で安全な生活を営む資質や能力を育てる。

第5学年
及び
第6学年

（1） 各種の運動の楽しさや喜びを味わい、その行い方及び心の健康やけが
の防止、病気の予防について理解するとともに、各種の運動の特性に応
じた基本的な技能及び健康で安全な生活を営むための技能を身に付ける
ようにする。

（2） 自己やグループの運動の課題や身近な健康に関わる課題を見付け、そ
の解決のための方法や活動を工夫するとともに、自己や仲間の考えたこ
とを他者に伝える力を養う。

（3） 各種の運動に積極的に取り組み、約束を守り助け合って運動をしたり、
仲間の考えや取組を認めたり、場や用具の安全に留意したりし、自己の
最善を尽くして運動をする態度を養う。また、健康・安全の大切さに気
付き、自己の健康の保持増進や回復に進んで取り組む態度を養う。

（1） 活動を工夫して各種の運動の楽しさや喜びを味わうことができるよう
にするとともに、その特性に応じた基本的な技能を身に付け、体力を高
める。

（2） 協力、公正などの態度を育てるとともに、健康・安全に留意し、自己
の最善を尽くして運動をする態度を育てる。

（3） 心の健康、けがの防止及び病気の予防について理解できるようにし、
健康で安全な生活を営む資質や能力を育てる。

外国語
外国語によるコミュニケーションにおける見方・考え方を働かせ、外国

語による聞くこと、読むこと、話すこと、書くことの言語活動を通して、
コミュニケーションを図る基礎となる資質・能力を次のとおり育成するこ
とを目指す。

（1） 外国語の音声や文字、語彙、表現、文構造、言語の働きなどについて、
日本語と外国語との違いに気付き、これらの知識を理解するとともに、
読むこと、書くことに慣れ親しみ、聞くこと、読むこと、話すこと、書
くことによる実際のコミュニケーションにおいて活用できる基礎的な技
能を身に付けるようにする。

（2） コミュニケーションを行う目的や場面、状況などに応じて、身近で簡
単な事柄について、聞いたり話したりするとともに、音声で十分に慣れ
親しんだ外国語の語彙や基本的な表現を推測しながら読んだり、語順を
意識しながら書いたりして、自分の考えや気持ちなどを伝え合うことが
できる基礎的な力を養う。

（3） 外国語の背景にある文化に対する理解を深め、他者に配慮しながら、
主体的に外国語を用いてコミュニケーションを図ろうとする態度を養う。

英語 英語学習の特質を踏まえ、以下に示す、聞くこと、読むこと、話すこと
［やり取り］、話すこと［発表］、書くことの五つの領域別に設定する目標の
実現を目指した指導を通して、第１の（1）及び（2）に示す資質・能力を
一体的に育成するとともに、その過程を通して、第１の（3）に示す資質・
能力を育成する。
（1） 聞くこと
ア ゆっくりはっきりと話されれば、自分のことや身近で簡単な事柄につい

て、簡単な語句や基本的な表現を聞き取ることができるようにする。
イ ゆっくりはっきりと話されれば、日常生活に関する身近で簡単な事柄に

ついて、具体的な情報を聞き取ることができるようにする。
ウ ゆっくりはっきりと話されれば、日常生活に関する身近で簡単な事柄に

ついて、短い話の概要を捉えることができるようにする。
（2） 読むこと
ア 活字体で書かれた文字を識別し、その読み方を発音することができるよ

うにする。
イ 音声で十分に慣れ親しんだ簡単な語句や基本的な表現の意味が分かるよ

うにする。
（3） 話すこと［やり取り］
ア 基本的な表現を用いて指示、依頼をしたり、それらに応じたりすること

ができるようにする。
イ 日常生活に関する身近で簡単な事柄について、自分の考えや気持ちなど

を、簡単な語句や基本的な表現を用いて伝え合うことができるようにす
る。

ウ 自分や相手のこと及び身の回りの物に関する事柄について、簡単な語句
や基本的な表現を用いてその場で質問をしたり質問に答えたりして、伝
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え合うことができるようにする。
（4） 話すこと［発表］
ア 日常生活に関する身近で簡単な事柄について、簡単な語句や基本的な表

現を用いて話すことができるようにする。
イ 自分のことについて、伝えようとする内容を整理した上で、簡単な語句

や基本的な表現を用いて話すことができるようにする。
ウ 身近で簡単な事柄について、伝えようとする内容を整理した上で、自分

の考えや気持ちなどを、簡単な語句や基本的な表現を用いて話すことが
できるようにする。

（5） 書くこと
ア 大文字、小文字を活字体で書くことができるようにする。また、語順を

意識しながら音声で十分に慣れ親しんだ簡単な語句や基本的な表現を書
き写すことができるようにする。

イ 自分のことや身近で簡単な事柄について、例文を参考に、音声で十分に
慣れ親しんだ簡単な語句や基本的な表現を用いて書くことができるよう
にする。

その他の
外国語

その他の外国語については、英語の１に示す五つの領域別の目標、２に
示す内容及び３に示す指導計画の作成と内容の取扱いに準じて指導を行う
ものとする。

特別の教科 道徳
第１章総則の第１の２の（2）に示す道徳教育の目標に基づき、よりよく

生きるための基盤となる道徳性を養うため、道徳的諸価値についての理解
を基に、自己を見つめ、物事を多面的・多角的に考え、自己の生き方につ
いての考えを深める学習を通して、道徳的な判断力、心情、実践意欲と態
度を育てる。

道徳教育の目標は、第1章総則の第1の2に示すところにより、学校の教育
活動全体を通じて、道徳的な心情、判断力、実践意欲と態度などの道徳性
を養うこととする。

道徳の時間においては、以上の道徳教育の目標に基づき、各教科、外国
語活動、総合的な学習の時間及び特別活動における道徳教育と密接な関連
を図りながら、計画的、発展的な指導によってこれを補充、深化、統合し、
道徳的価値の自覚及び自己の生き方についての考えを深め、道徳的実践力
を育成するものとする。

外国語活動
外国語によるコミュニケーションにおける見方・考え方を働かせ、外国

語による聞くこと、話すことの言語活動を通して、コミュニケーションを
図る素地となる資質・能力を次のとおり育成することを目指す。

（1） 外国語を通して、言語や文化について体験的に理解を深め、日本語と
外国語との音声の違い等に気付くとともに、外国語の音声や基本的な表
現に慣れ親しむようにする。

（2） 身近で簡単な事柄について、外国語で聞いたり話したりして自分の考
えや気持ちなどを伝え合う力の素地を養う。

（3） 外国語を通して、言語やその背景にある文化に対する理解を深め、相
手に配慮しながら、主体的に外国語を用いてコミュニケーションを図ろ
うとする態度を養う。

外国語を通じて、言語や文化について体験的に理解を深め、積極的にコ
ミュニケーションを図ろうとする態度の育成を図り、外国語の音声や基本
的な表現に慣れ親しませながら、コミュニケーション能力の素地を養う。

英語 英語学習の特質を踏まえ、以下に示す、聞くこと、話すこと［やり取り］、
話すこと［発表］の三つの領域別に設定する目標の実現を目指した指導を
通して、第１の（1）及び（2）に示す資質・能力を一体的に育成するとと
もに、その過程を通して、第１の（3）に示す資質・能力を育成する。
（1） 聞くこと
ア ゆっくりはっきりと話された際に、自分のことや身の回りの物を表す簡

単な語句を聞き取るようにする。
イ ゆっくりはっきりと話された際に、身近で簡単な事柄に関する基本的な

表現の意味が分かるようにする。
ウ 文字の読み方が発音されるのを聞いた際に、どの文字であるかが分かる

ようにする。
（2） 話すこと［やり取り］
ア 基本的な表現を用いて挨拶、感謝、簡単な指示をしたり、それらに応じ

たりするようにする。
イ 自分のことや身の回りの物について、動作を交えながら、自分の考えや

気持ちなどを、簡単な語句や基本的な表現を用いて伝え合うようにする。
ウ サポートを受けて、自分や相手のこと及び身の回りの物に関する事柄に

ついて、簡単な語句や基本的な表現を用いて質問をしたり質問に答えた
りするようにする。

（3） 話すこと［発表］
ア 身の回りの物について、人前で実物などを見せながら、簡単な語句や基

本的な表現を用いて話すようにする。
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イ 自分のことについて、人前で実物などを見せながら、簡単な語句や基本
的な表現を用いて話すようにする。

ウ 日常生活に関する身近で簡単な事柄について、人前で実物などを見せな
がら、自分の考えや気持ちなどを、簡単な語句や基本的な表現を用いて
話すようにする。

総合的な学習の時間
探究的な見方・考え方を働かせ、横断的・総合的な学習を行うことを通

して、よりよく課題を解決し、自己の生き方を考えていくための資質・能
力を次のとおり育成することを目指す。

（1） 探究的な学習の過程において、課題の解決に必要な知識及び技能を身
に付け、課題に関わる概念を形成し、探究的な学習のよさを理解するよ
うにする。

（2） 実社会や実生活の中から問いを見いだし、自分で課題を立て、情報を
集め、整理・分析して、まとめ・表現することができるようにする。

（3） 探究的な学習に主体的・協働的に取り組むとともに、互いのよさを生
かしながら、積極的に社会に参画しようとする態度を養う。

横断的・総合的な学習や探究的な学習を通して、自ら課題を見付け、自
ら学び、自ら考え、主体的に判断し、よりよく問題を解決する資質や能力
を育成するとともに、学び方やものの考え方を身に付け、問題の解決や探
究活動に主体的、創造的、協同的に取り組む態度を育て、自己の生き方を
考えることができるようにする。

特別活動
集団や社会の形成者としての見方・考え方を働かせ、様々な集団活動に

自主的、実践的に取り組み、互いのよさや可能性を発揮しながら集団や自
己の生活上の課題を解決することを通して、次のとおり資質・能力を育成
することを目指す。

（1） 多様な他者と協働する様々な集団活動の意義や活動を行う上で必要と
なることについて理解し、行動の仕方を身に付けるようにする。

（2） 集団や自己の生活、人間関係の課題を見いだし、解決するために話し
合い、合意形成を図ったり、意思決定したりすることができるようにす
る。

（3） 自主的、実践的な集団活動を通して身に付けたことを生かして、集団
や社会における生活及び人間関係をよりよく形成するとともに、自己の
生き方についての考えを深め、自己実現を図ろうとする態度を養う。

望ましい集団活動を通して、心身の調和のとれた発達と個性の伸長を図
り、集団の一員としてよりよい生活や人間関係を築こうとする自主的、実
践的な態度を育てるとともに、自己の生き方についての考えを深め、自己
を生かす能力を養う。

学級活動 学級や学校での生活をよりよくするための課題を見いだし、解決するた
めに話し合い、合意形成し、役割を分担して協力して実践したり、学級で
の話合いを生かして自己の課題の解決及び将来の生き方を描くために意思
決定して実践したりすることに、自主的、実践的に取り組むことを通して、
第１の目標に掲げる資質・能力を育成することを目指す。

学級活動を通して、望ましい人間関係を形成し、集団の一員として学級
や学校におけるよりよい生活づくりに参画し、諸問題を解決しようとする
自主的、実践的な態度や健全な生活態度を育てる。

児童会
活動

異年齢の児童同士で協力し、学校生活の充実と向上を図るための諸問題
の解決に向けて、計画を立て役割を分担し、協力して運営することに自主
的、実践的に取り組むことを通して、第１の目標に掲げる資質・能力を育
成することを目指す。

児童会活動を通して、望ましい人間関係を形成し、集団の一員としてよ
りよい学校生活づくりに参画し、協力して諸問題を解決しようとする自主
的、実践的な態度を育てる。

クラブ
活動

異年齢の児童同士で協力し、共通の興味・関心を追求する集団活動の計
画を立てて運営することに自主的、実践的に取り組むことを通して、個性
の伸長を図りながら、第１の目標に掲げる資質・能力を育成することを目
指す。

クラブ活動を通して、望ましい人間関係を形成し、個性の伸長を図り、
集団の一員として協力してよりよいクラブづくりに参画しようとする自主
的、実践的な態度を育てる。

学校行事 全校又は学年の児童で協力し、よりよい学校生活を築くための体験的な
活動を通して、集団への所属感や連帯感を深め、公共の精神を養いながら、
第１の目標に掲げる資質・能力を育成することを目指す。

学校行事を通して、望ましい人間関係を形成し、集団への所属感や連帯
感を深め、公共の精神を養い、協力してよりよい学校生活を築こうとする
自主的、実践的な態度を育てる。

 資料室 
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中 学 校
次期学習指導要領（案） 現行学習指導要領

国 語
言葉による見方・考え方を働かせ、言語活動を通して、国語で正確に理

解し適切に表現する資質・能力を次のとおり育成することを目指す。
（1） 社会生活に必要な国語について、その特質を理解し適切に使うことが

できるようにする。
（2） 社会生活における人との関わりの中で伝え合う力を高め、思考力や想

像力を養う。
（3） 言葉がもつ価値を認識するとともに、言語感覚を豊かにし、我が国の

言語文化に関わり、国語を尊重してその能力の向上を図る態度を養う。

国語を適切に表現し正確に理解する能力を育成し、伝え合う力を高める
とともに、思考力や想像力を養い言語感覚を豊かにし、国語に対する認識
を深め国語を尊重する態度を育てる。

第1学年 （1） 社会生活に必要な国語の知識や技能を身に付けるとともに、我が国の
言語文化に親しんだり理解したりすることができるようにする。

（2） 筋道立てて考える力や豊かに感じたり想像したりする力を養い、日常
生活における人との関わりの中で伝え合う力を高め、自分の思いや考え
を確かなものにすることができるようにする。

（3） 言葉がもつ価値に気付くとともに、進んで読書をし、我が国の言語文
化を大切にして、思いや考えを伝え合おうとする態度を養う。

（1） 目的や場面に応じ、日常生活にかかわることなどについて構成を工夫
して話す能力、話し手の意図を考えながら聞く能力、話題や方向をとら
えて話し合う能力を身に付けさせるとともに、話したり聞いたりして考
えをまとめようとする態度を育てる。

（2） 目的や意図に応じ、日常生活にかかわることなどについて、構成を考
えて的確に書く能力を身に付けさせるとともに、進んで文章を書いて考
えをまとめようとする態度を育てる。

（3） 目的や意図に応じ、様々な本や文章などを読み、内容や要旨を的確に
とらえる能力を身に付けさせるとともに、読書を通してものの見方や考
え方を広げようとする態度を育てる。

第2学年 （1） 社会生活に必要な国語の知識や技能を身に付けるとともに、我が国の
言語文化に親しんだり理解したりすることができるようにする。

（2） 論理的に考える力や共感したり想像したりする力を養い、社会生活に
おける人との関わりの中で伝え合う力を高め、自分の思いや考えを広げ
たり深めたりすることができるようにする。

（3） 言葉がもつ価値を認識するとともに、読書を生活に役立て、我が国の
言語文化を大切にして、思いや考えを伝え合おうとする態度を養う。

（1） 目的や場面に応じ、社会生活にかかわることなどについて立場や考え
の違いを踏まえて話す能力、考えを比べながら聞く能力、相手の立場を
尊重して話し合う能力を身に付けさせるとともに、話したり聞いたりし
て考えを広げようとする態度を育てる。

（2） 目的や意図に応じ、社会生活にかかわることなどについて、構成を工
夫して分かりやすく書く能力を身に付けさせるとともに、文章を書いて
考えを広げようとする態度を育てる。

（3） 目的や意図に応じ、文章の内容や表現の仕方に注意して読む能力、広
い範囲から情報を集め効果的に活用する能力を身に付けさせるととも
に、読書を生活に役立てようとする態度を育てる。

第3学年 （1） 社会生活に必要な国語の知識や技能を身に付けるとともに、我が国の
言語文化に親しんだり理解したりすることができるようにする。

（2） 論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像したりする力を養い、
社会生活における人との関わりの中で伝え合う力を高め、自分の思いや
考えを広げたり深めたりすることができるようにする。

（3） 言葉がもつ価値を認識するとともに、読書を通して自己を向上させ、
我が国の言語文化に関わり、思いや考えを伝え合おうとする態度を養
う。

（1） 目的や場面に応じ、社会生活にかかわることなどについて相手や場に
応じて話す能力、表現の工夫を評価して聞く能力、課題の解決に向けて
話し合う能力を身に付けさせるとともに、話したり聞いたりして考えを
深めようとする態度を育てる。

（2） 目的や意図に応じ、社会生活にかかわることなどについて、論理の展
開を工夫して書く能力を身に付けさせるとともに、文章を書いて考えを
深めようとする態度を育てる。

（3） 目的や意図に応じ、文章の展開や表現の仕方などを評価しながら読む
能力を身に付けさせるとともに、読書を通して自己を向上させようとす
る態度を育てる。

社 会
社会的な見方・考え方を働かせ、課題を追究したり解決したりする活動

を通して、広い視野に立ち、グローバル化する国際社会に主体的に生きる
平和で民主的な国家及び社会の形成者に必要な公民としての資質・能力の
基礎を次のとおり育成することを目指す。

（1） 我が国の国土と歴史、現代の政治、経済、国際関係等に関して理解す
るとともに、調査や諸資料から様々な情報を効果的に調べまとめる技能
を身に付けるようにする。

（2） 社会的事象の意味や意義、特色や相互の関連を多面的・多角的に考察
したり、社会に見られる課題の解決に向けて選択・判断したりする力、
思考・判断したことを説明したり、それらを基に議論したりする力を養
う。

（3） 社会的事象について、よりよい社会の実現を視野に課題を主体的に解
決しようとする態度を養うとともに、多面的・多角的な考察や深い理解
を通して涵養される我が国の国土や歴史に対する愛情、国民主権を担う
公民として、自国を愛し、その平和と繁栄を図ることや、他国や他国の
文化を尊重することの大切さについての自覚などを深める。

広い視野に立って、社会に対する関心を高め、諸資料に基づいて多面
的・多角的に考察し、我が国の国土と歴史に対する理解と愛情を深め、公
民としての基礎的教養を培い、国際社会に生きる平和で民主的な国家・社
会の形成者として必要な公民的資質の基礎を養う。

地理的
分野

社会的事象の地理的な見方・考え方を働かせ、課題を追究したり解決し
たりする活動を通して、広い視野に立ち、グローバル化する国際社会に主
体的に生きる平和で民主的な国家及び社会の形成者に必要な公民としての

（1） 日本や世界の地理的事象に対する関心を高め、広い視野に立って我が
国の国土及び世界の諸地域の地域的特色を考察し理解させ、地理的な見
方や考え方の基礎を培い、我が国の国土及び世界の諸地域に関する地理
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資質・能力の基礎を次のとおり育成することを目指す。
（1） 我が国の国土及び世界の諸地域に関して、地域の諸事象や地域的特色

を理解するとともに、調査や諸資料から地理に関する様々な情報を効果
的に調べまとめる技能を身に付けるようにする。

（2） 地理に関わる事象の意味や意義、特色や相互の関連を、位置や分布、
場所、人間と自然環境との相互依存関係、空間的相互依存作用、地域な
どに着目して、多面的・多角的に考察したり、地理的な課題の解決に向
けて公正に選択・判断したりする力、思考・判断したことを説明した
り、それらを基に議論したりする力を養う。

（3） 日本や世界の地域に関わる諸事象について、よりよい社会の実現を視
野にそこで見られる課題を主体的に追究、解決しようとする態度を養う
とともに、多面的・多角的な考察や深い理解を通して涵養される我が国
の国土かんに対する愛情、世界の諸地域の多様な生活文化を尊重しよう
とすることの大切さについての自覚などを深める。

的認識を養う。
（2） 日本や世界の地域の諸事象を位置や空間的な広がりとのかかわりでと

らえ、それを地域の規模に応じて環境条件や人間の営みなどと関連付け
て考察し、地域的特色や地域の課題をとらえさせる。

（3） 大小様々な地域から成り立っている日本や世界の諸地域を比較し関連
付けて考察し、それらの地域は相互に関係し合っていることや各地域の
特色には地方的特殊性と一般的共通性があること、また、それらは諸条
件の変化などに伴って変容していることを理解させる。

（4） 地域調査など具体的な活動を通して地理的事象に対する関心を高め、
様々な資料を適切に選択、活用して地理的事象を多面的・多角的に考察
し公正に判断するとともに適切に表現する能力や態度を育てる。

歴史的
分野

社会的事象の歴史的な見方・考え方を働かせ、課題を追究したり解決し
たりする活動を通して、広い視野に立ち、グローバル化する国際社会に主
体的に生きる平和で民主的な国家及び社会の形成者に必要な公民としての
資質・能力の基礎を次のとおり育成することを目指す。

（1） 我が国の歴史の大きな流れを、世界の歴史を背景に、各時代の特色を
踏まえて理解するとともに、諸資料から歴史に関する様々な情報を効果
的に調べまとめる技能を身に付けるようにする。

（2） 歴史に関わる事象の意味や意義、伝統と文化の特色などを、時期や年
代、推移、比較、相互の関連や現在とのつながりなどに着目して多面
的・多角的に考察したり、歴史に見られる課題を把握し複数の立場や意
見を踏まえて公正に選択・判断したりする力、思考・判断したことを説
明したり、それらを基に議論したりする力を養う。

（3） 歴史に関わる諸事象について、よりよい社会の実現を視野にそこで見
られる課題を主体的に追究、解決しようとする態度を養うとともに、多
面的・多角的な考察や深い理解を通して涵養される我が国の歴史に対す
る愛かん情、国民としての自覚、国家及び社会並びに文化の発展や人々
の生活の向上に尽くした歴史上の人物と現在に伝わる文化遺産を尊重し
ようとすることの大切さについての自覚などを深め、国際協調の精神を
養う。

（1） 歴史的事象に対する関心を高め、我が国の歴史の大きな流れを、世界
の歴史を背景に、各時代の特色を踏まえて理解させ、それを通して我が
国の伝統と文化の特色を広い視野に立って考えさせるとともに、我が国
の歴史に対する愛情を深め、国民としての自覚を育てる。

（2） 国家・社会及び文化の発展や人々の生活の向上に尽くした歴史上の人
物と現在に伝わる文化遺産を、その時代や地域との関連において理解さ
せ、尊重する態度を育てる。

（3） 歴史に見られる国際関係や文化交流のあらましを理解させ、我が国と
諸外国の歴史や文化が相互に深くかかわっていることを考えさせるとと
もに、他民族の文化、生活などに関心をもたせ、国際協調の精神を養
う。

（4） 身近な地域の歴史や具体的な事象の学習を通して歴史に対する興味・
関心を高め、様々な資料を活用して歴史的事象を多面的・多角的に考察
し公正に判断するとともに適切に表現する能力と態度を育てる。

公民的
分野

現代社会の見方・考え方を働かせ、課題を追究したり解決したりする活
動を通して、広い視野に立ち、グローバル化する国際社会に主体的に生き
る平和で民主的な国家及び社会の形成者に必要な公民としての資質・能力
の基礎を次のとおり育成することを目指す。

（1） 個人の尊厳と人権の尊重の意義、特に自由・権利と責任・義務との関
係を広い視野から正しく認識し、民主主義、民主政治の意義、国民の生
活の向上と経済活動との関わり、現代の社会生活及び国際関係などにつ
いて、個人と社会との関わりを中心に理解を深めるとともに、諸資料か
ら現代の社会的事象に関する情報を効果的に調べまとめる技能を身に付
けるようにする。

（2） 社会的事象の意味や意義、特色や相互の関連を現代の社会生活と関連
付けて多面的・多角的に考察したり、現代社会に見られる課題について
公正に判断したりする力、思考・判断したことを説明したり、それらを
基に議論したりする力を養う。

（3） 現代の社会的事象について、現代社会に見られる課題の解決を視野に
主体的に社会に関わろうとする態度を養うとともに、多面的・多角的な
考察や深い理解を通して涵養される、国民主権を担う公民として、自国
を愛し、かんその平和と繁栄を図ることや、各国が相互に主権を尊重
し、各国民が協力し合うことの大切さについての自覚などを深める。

（1） 個人の尊厳と人権の尊重の意義、特に自由・権利と責任・義務の関係
を広い視野から正しく認識させ、民主主義に関する理解を深めるととも
に、国民主権を担う公民として必要な基礎的教養を培う。

（2） 民主政治の意義、国民の生活の向上と経済活動とのかかわり及び現代
の社会生活などについて、個人と社会とのかかわりを中心に理解を深
め、現代社会についての見方や考え方の基礎を養うとともに、社会の諸
問題に着目させ、自ら考えようとする態度を育てる。

（3） 国際的な相互依存関係の深まりの中で、世界平和の実現と人類の福祉
の増大のために、各国が相互に主権を尊重し、各国民が協力し合うこと
が重要であることを認識させるとともに、自国を愛し、その平和と繁栄
を図ることが大切であることを自覚させる。

（4） 現代の社会的事象に対する関心を高め、様々な資料を適切に収集、選
択して多面的・多角的に考察し、事実を正確にとらえ、公正に判断する
とともに適切に表現する能力と態度を育てる。

数 学
数学的な見方・考え方を働かせ、数学的活動を通して、数学的に考える

資質・能力を次のとおり育成することを目指す。
（1） 数量や図形などについての基礎的な概念や原理・法則などを理解する

とともに、事象を数学化したり、数学的に解釈したり、数学的に表現・
処理したりする技能を身に付けるようにする。

（2） 数学を活用して事象を論理的に考察する力、数量や図形などの性質を
見いだし統合的・発展的に考察する力、数学的な表現を用いて事象を簡
潔・明瞭・的確に表現する力を養う。

（3） 数学的活動の楽しさや数学のよさを実感して粘り強く考え、数学を生
活や学習に生かす態度、問題解決の過程を振り返って評価・改善する態

数学的活動を通して、数量や図形などに関する基礎的な概念や原理・法
則についての理解を深め、数学的な表現や処理の仕方を習得し、事象を数
理的に考察し表現する能力を高めるとともに、数学的活動の楽しさや数学
のよさを実感し、それらを活用して考えたり判断したりしようとする態度
を育てる。
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度を養う。
第1学年 （1） 正の数と負の数、文字を用いた式と一元一次方程式、平面図形と空間

図形、比例と反比例、データの分布と確率などについての基礎的な概念
や原理・法則などを理解するとともに、事象を数理的に捉えたり、数学
的に解釈したり、数学的に表現・処理したりする技能を身に付けるよう
にする。

（2） 数の範囲を拡張し、数の性質や計算について考察したり、文字を用い
て数量の関係や法則などを考察したりする力、図形の構成要素や構成の
仕方に着目し、図形の性質や関係を直観的に捉え論理的に考察する力、
数量の変化や対応に着目して関数関係を見いだし、その特徴を表、式、
グラフなどで考察する力、データの分布に着目し、その傾向を読み取り
批判的に考察して判断したり、不確定な事象の起こりやすさについて考
察したりする力を養う。

（3） 数学的活動の楽しさや数学のよさに気付いて粘り強く考え、数学を生
活や学習に生かす態度、問題解決の過程を振り返って検討する態度、多
面的に捉え考える態度を養う。

（1） 数を正の数と負の数まで拡張し、数の概念についての理解を深める。
また、文字を用いることや方程式の必要性と意味を理解するとともに、
数量の関係や法則などを一般的にかつ簡潔に表現して処理したり、一元
一次方程式を用いたりする能力を培う。 

（2） 平面図形や空間図形についての観察、操作や実験などの活動を通し
て、図形に対する直観的な見方や考え方を深めるとともに、論理的に考
察し表現する能力を培う。 

（3） 具体的な事象を調べることを通して、比例、反比例についての理解を
深めるとともに、関数関係を見いだし表現し考察する能力を培う。 

（4） 目的に応じて資料を収集して整理し、その資料の傾向を読み取る能力
を培う。

第2学年 （1） 文字を用いた式と連立二元一次方程式、平面図形と数学的な推論、一
次関数、データの分布と確率などについての基礎的な概念や原理・法則
などを理解するとともに、事象を数学化したり、数学的に解釈したり、
数学的に表現・処理したりする技能を身に付けるようにする。

（2） 文字を用いて数量の関係や法則などを考察する力、数学的な推論の過
程に着目し、図形の性質や関係を論理的に考察し表現する力、関数関係
に着目し、その特徴を表、式、グラフを相互に関連付けて考察する力、
複数の集団のデータの分布に着目し、その傾向を比較して読み取り批判
的に考察して判断したり、不確定な事象の起こりやすさについて考察し
たりする力を養う。

（3） 数学的活動の楽しさや数学のよさを実感して粘り強く考え、数学を生
活や学習に生かす態度、問題解決の過程を振り返って評価・改善する態
度、多様な考えを認め、よりよく問題解決する態度を養う。

（1） 文字を用いた式について、目的に応じて計算したり変形したりする能
力を養うとともに、連立二元一次方程式について理解し用いる能力を培
う。 

（2） 基本的な平面図形の性質について、観察、操作や実験などの活動を通
して理解を深めるとともに、図形の性質の考察における数学的な推論の
必要性と意味及びその方法を理解し、論理的に考察し表現する能力を養
う。 

（3） 具体的な事象を調べることを通して、一次関数について理解するとと
もに、関数関係を見いだし表現し考察する能力を養う。 

（4） 不確定な事象を調べることを通して、確率について理解し用いる能力
を培う。

第3学年 （1） 数の平方根、多項式と二次方程式、図形の相似、円周角と中心角、三
平方の定理、関数 y＝ax 、標本調査などについての基礎的な概念や原
理・ ２法則などを理解するとともに、事象を数学化したり、数学的に解
釈したり、数学的に表現・処理したりする技能を身に付けるようにす
る。

（2） 数の範囲に着目し、数の性質や計算について考察したり、文字を用い
て数量の関係や法則などを考察したりする力、図形の構成要素の関係に
着目し、図形の性質や計量について論理的に考察し表現する力、関数関
係に着目し、その特徴を表、式、グラフを相互に関連付けて考察する
力、標本と母集団の関係に着目し、母集団の傾向を推定し判断したり、
調査の方法や結果を批判的に考察したりする力を養う。

（3） 数学的活動の楽しさや数学のよさを実感して粘り強く考え、数学を生
活や学習に生かす態度、問題解決の過程を振り返って評価・改善する態
度、多様な考えを認め、よりよく問題解決する態度を養う。

（1） 数の平方根について理解し、数の概念についての理解を深める。ま
た、目的に応じて計算したり式を変形したりする能力を伸ばすととも
に、二次方程式について理解し用いる能力を培う。 

（2） 図形の相似、円周角と中心角の関係や三平方の定理について、観察、
操作や実験などの活動を通して理解し、それらを図形の性質の考察や計
量に用いる能力を伸ばすとともに、図形について見通しをもって論理的
に考察し表現する能力を伸ばす。 

（3） 具体的な事象を調べることを通して、関数　ワイ　イコール　エイ　
エックス　二乗　について理解するとともに、関数関係を見いだし表現
し考察する能力を伸ばす。 

（4） 母集団から標本を取り出し、その傾向を調べることで、母集団の傾向
を読み取る能力を培う。

理 科
自然の事物・現象に関わり、理科の見方・考え方を働かせ、見通しを

もって観察、実験を行うことなどを通して、自然の事物・現象を科学的に
探究するために必要な資質・能力を次のとおり育成することを目指す。

（1） 自然の事物・現象についての理解を深め、科学的に探究するために必
要な観察、実験などに関する基本的な技能を身に付けるようにする。

（2） 観察、実験などを行い、科学的に探究する力を養う。
（3） 自然の事物・現象に進んで関わり、科学的に探究する態度を養う。

自然の事物・現象に進んでかかわり、目的意識をもって観察、実験など
を行い、科学的に探究する能力の基礎と態度を育てるとともに自然の事
物・現象についての理解を深め、科学的な見方や考え方を養う。

第1分野 物質やエネルギーに関する事物・現象を科学的に探究するために必要な
資質・能力を次のとおり育成することを目指す。

（1） 物質やエネルギーに関する事物・現象についての観察、実験などを行
い、身近な物理現象、電流とその利用、運動とエネルギー、身の回りの
物質、化学変化と原子・分子、化学変化とイオンなどについて理解する
とともに、科学技術の発展と人間生活との関わりについて認識を深める
ようにする。また、それらを科学的に探究するために必要な観察、実験
などに関する基本的な技能を身に付けるようにする。

（2） 物質やエネルギーに関する事物・現象に関わり、それらの中に問題を
見いだし見通しをもって観察、実験などを行い、その結果を分析して解
釈し表現するなど、科学的に探究する活動を通して、規則性を見いだし
たり課題を解決したりする力を養う。（3） 物質やエネルギーに関する事

（1） 物質やエネルギーに関する事物・現象に進んでかかわり、その中に問
題を見いだし意欲的に探究する活動を通して、規則性を発見したり課題
を解決したりする方法を習得させる。

（2） 物理的な事物・現象についての観察、実験を行い、観察・実験技能を
習得させ、観察、実験の結果を分析して解釈し表現する能力を育てると
ともに、身近な物理現象、電流とその利用、運動とエネルギーなどにつ
いて理解させ、これらの事物・現象に対する科学的な見方や考え方を養
う。

（3） 化学的な事物・現象についての観察、実験を行い、観察・実験技能を
習得させ、観察、実験の結果を分析して解釈し表現する能力を育てると
ともに、身の回りの物質、化学変化と原子・分子、化学変化とイオンな
どについて理解させ、これらの事物・現象に対する科学的な見方や考え
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物・現象に進んで関わり、科学的に探究する態度を養うとともに、自然
を総合的に見ることができるようにする。

方を養う。
（4） 物質やエネルギーに関する事物・現象を調べる活動を行い、これらの

活動を通して科学技術の発展と人間生活とのかかわりについて認識を深
め、科学的に考える態度を養うとともに、自然を総合的に見ることがで
きるようにする。

第2分野 生命や地球に関する事物・現象を科学的に探究するために必要な資質・
能力を次のとおり育成することを目指す。

（1） 生命や地球に関する事物・現象についての観察、実験などを行い、生
物の体のつくりと働き、生命の連続性、大地の成り立ちと変化、気象と
その変化、地球と宇宙などについて理解するとともに、科学的に探究す
るために必要な観察、実験などに関する基本的な技能を身に付けるよう
にする。

（2） 生命や地球に関する事物・現象に関わり、それらの中に問題を見いだ
し見通しをもって観察、実験などを行い、その結果を分析して解釈し表
現するなど、科学的に探究する活動を通して、多様性に気付くとともに
規則性を見いだしたり課題を解決したりする力を養う。

（3） 生命や地球に関する事物・現象に進んで関わり、科学的に探究する態
度と、生命を尊重し、自然環境の保全に寄与する態度を養うとともに、
自然を総合的に見ることができるようにする。

（1） 生物とそれを取り巻く自然の事物・現象に進んでかかわり、その中に
問題を見いだし意欲的に探究する活動を通して、多様性や規則性を発見
したり課題を解決したりする方法を習得させる。

（2） 生物や生物現象についての観察、実験を行い、観察・実験技能を習得
させ、観察、実験の結果を分析して解釈し表現する能力を育てるととも
に、生物の生活と種類、生命の連続性などについて理解させ、これらの
事物・現象に対する科学的な見方や考え方を養う。

（3） 地学的な事物・現象についての観察、実験を行い、観察・実験技能を
習得させ、観察、実験の結果を分析して解釈し表現する能力を育てると
ともに、大地の成り立ちと変化、気象とその変化、地球と宇宙などにつ
いて理解させ、これらの事物・現象に対する科学的な見方や考え方を養
う。

（4） 生物とそれを取り巻く自然の事物・現象を調べる活動を行い、これら
の活動を通して生命を尊重し、自然環境の保全に寄与する態度を育て、
自然を総合的に見ることができるようにする。

音 楽
表現及び鑑賞の幅広い活動を通して、音楽的な見方・考え方を働かせ、

生活や社会の中の音や音楽、音楽文化と豊かに関わる資質・能力を次のと
おり育成することを目指す。

（1） 曲想と音楽の構造や背景などとの関わり及び音楽の多様性について理
解するとともに、創意工夫を生かした音楽表現をするために必要な技能
を身に付けるようにする。

（2） 音楽表現を創意工夫することや、音楽のよさや美しさを味わって聴く
ことができるようにする。

（3） 音楽活動の楽しさを体験することを通して、音楽を愛好する心情を育
むとともに、音楽に対する感性を豊かにし、音楽に親しんでいく態度を
養い、豊かな情操を培う。

表現及び鑑賞の幅広い活動を通して、音楽を愛好する心情を育てるとと
もに、音楽に対する感性を豊かにし、音楽活動の基礎的な能力を伸ばし、
音楽文化についての理解を深め、豊かな情操を養う。

第1学年 （1） 曲想と音楽の構造などとの関わり及び音楽の多様性について理解する
とともに、創意工夫を生かした音楽表現をするために必要な歌唱、器
楽、創作の技能を身に付けるようにする。

（2） 音楽表現を創意工夫することや、音楽を自分なりに評価しながらよさ
や美しさを味わって聴くことができるようにする。

（3） 主体的・協働的に表現及び鑑賞の学習に取り組み、音楽活動の楽しさ
を体験することを通して、音楽文化に親しむとともに、音楽によって生
活を明るく豊かなものにする態度を養う。

（1） 音楽活動の楽しさを体験することを通して、音や音楽への興味・関心
を養い、音楽によって生活を明るく豊かなものにする態度を育てる。

（2） 多様な音楽表現の豊かさや美しさを感じ取り、基礎的な表現の技能を
身に付け、創意工夫して表現する能力を育てる。

（3） 多様な音楽のよさや美しさを味わい、幅広く主体的に鑑賞する能力を
育てる。

第2学年
及び
第3学年

（1） 曲想と音楽の構造や背景などとの関わり及び音楽の多様性について理
解するとともに、創意工夫を生かした音楽表現をするために必要な歌
唱、器楽、創作の技能を身に付けるようにする。

（2） 曲にふさわしい音楽表現を創意工夫することや、音楽を評価しながら
よさや美しさを味わって聴くことができるようにする。

（3） 主体的・協働的に表現及び鑑賞の学習に取り組み、音楽活動の楽しさ
を体験することを通して、音楽文化に親しむとともに、音楽によって生
活を明るく豊かなものにし、音楽に親しんでいく態度を養う。

（1） 音楽活動の楽しさを体験することを通して、音や音楽への興味・関心
を高め、音楽によって生活を明るく豊かなものにし、生涯にわたって音
楽に親しんでいく態度を育てる。

（2） 多様な音楽表現の豊かさや美しさを感じ取り、表現の技能を伸ばし、
創意工夫して表現する能力を高める。

（3） 多様な音楽に対する理解を深め、幅広く主体的に鑑賞する能力を高め
る。

美 術
表現及び鑑賞の幅広い活動を通して、造形的な見方・考え方を働かせ、

生活や社会の中の美術や美術文化と豊かに関わる資質・能力を次のとおり
育成することを目指す。

（1） 対象や事象を捉える造形的な視点について理解するとともに、表現方
法を創意工夫し、創造的に表すことができるようにする。

（2） 造形的なよさや美しさ、表現の意図と工夫、美術の働きなどについて
考え、主題を生み出し豊かに発想し構想を練ったり、美術や美術文化に
対する見方や感じ方を深めたりすることができるようにする。

（3） 美術の創造活動の喜びを味わい、美術を愛好する心情を育み、感性を
豊かにし、心豊かな生活を創造していく態度を養い、豊かな情操を培
う。

表現及び鑑賞の幅広い活動を通して、美術の創造活動の喜びを味わい美
術を愛好する心情を育てるとともに、感性を豊かにし、美術の基礎的な能
力を伸ばし、美術文化についての理解を深め、豊かな情操を養う。

第1学年 （1） 対象や事象を捉える造形的な視点について理解するとともに、意図に
応じて表現方法を工夫して表すことができるようにする。

（1） 楽しく美術の活動に取り組み美術を愛好する心情を培い、心豊かな生
活を創造していく意欲と態度を育てる。
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（2） 自然の造形や美術作品などの造形的なよさや美しさ、表（現の意図と
工夫、機能性と美しさとの調和、美術の働きなどについて考え、主題を
生み出し豊かに発想し構想を練ったり、美術や美術文化に対する見方や
感じ方を広げたりすることができるようにする。

（3） 楽しく美術の活動に取り組み創造活動の喜びを味わい、美術を愛好す
る心情を培い、心豊かな生活を創造していく態度を養う。

（2） 対象を見つめ感じ取る力や想像力を高め、豊かに発想し構想する能力
や形や色彩などによる表現の技能を身に付け、意図に応じて創意工夫し
美しく表現する能力を育てる。

（3） 自然の造形や美術作品などについての基礎的な理解や見方を広げ、美
術文化に対する関心を高め、よさや美しさなどを味わう鑑賞の能力を育
てる

第2学年
及び
第3学年

（1） 対象や事象を捉える造形的な視点について理解するとともに、意図に
応じて自分の表現方法を追求し、創造的に表すことができるようにす
る。

（2） 自然の造形や美術作品などの造形的なよさや美しさ、表現の意図と創
造的な工夫、機能性と洗練された美しさとの調和、美術の働きなどにつ
いて独創的・総合的に考え、主題を生み出し豊かに発想し構想を練った
り、美術や美術文化に対する見方や感じ方を深めたりすることができる
ようにする。

（3） 主体的に美術の活動に取り組み創造活動の喜びを味わい、美術を愛好
する心情を深め、心豊かな生活を創造していく態度を養う。

（1） 主体的に美術の活動に取り組み美術を愛好する心情を深め、心豊かな
生活を創造していく意欲と態度を高める。

（2） 対象を深く見つめ感じ取る力や想像力を一層高め、独創的・総合的な
見方や考え方を培い、豊かに発想し構想する能力や自分の表現方法を創
意工夫し、創造的に表現する能力を伸ばす。

（3） 自然の造形、美術作品や文化遺産などについての理解や見方を深め、
心豊かに生きることと美術とのかかわりに関心をもち、よさや美しさな
どを味わう鑑賞の能力を高める。

保健体育
体育や保健の見方・考え方を働かせ、課題を発見し、合理的な解決に向

けた学習過程を通して、心と体を一体として捉え、生涯にわたって心身の
健康を保持増進し豊かなスポーツライフを実現するための資質・能力を次
のとおり育成することを目指す。

（1） 各種の運動の特性に応じた技能等及び個人生活における健康・安全に
ついて理解するとともに、基本的な技能を身に付けるようにする。

（2） 運動や健康についての自他の課題を発見し、合理的な解決に向けて思
考し判断するとともに、他者に伝える力を養う。

（3） 生涯にわたって運動に親しむとともに健康の保持増進と体力の向上を
目指し、明るく豊かな生活を営む態度を養う。

心と体を一体としてとらえ、運動や健康・安全についての理解と運動の
合理的な実践を通して、生涯にわたって運動に親しむ資質や能力を育てる
とともに健康の保持増進のための実践力の育成と体力の向上を図り、明る
く豊かな生活を営む態度を育てる。

体育分野

第1学年
及び
第2学年

（1） 運動の合理的な実践を通して、運動の楽しさや喜びを味わい、運動を
豊かに実践することができるようにするため、運動、体力の必要性につ
いて理解するとともに、基本的な技能を身に付けるようにする。

（2） 運動についての自己の課題を発見し、合理的な解決に向けて思考し判
断するとともに、自己や仲間の考えたことを他者に伝える力を養う。

（3） 運動における競争や協働の経験を通して、公正に取り組む、互いに協
力する、自己の役割を果たす、一人一人の違いを認めようとするなどの
意欲を育てるとともに、健康・安全に留意し、自己の最善を尽くして運
動をする態度を養う。

（1） 運動の合理的な実践を通して、運動の楽しさや喜びを味わうことがで
きるようにするとともに、知識や技能を身に付け、運動を豊かに実践す
ることができるようにする。

（2） 運動を適切に行うことによって、体力を高め、心身の調和的発達を図
る。

（3） 運動における競争や協同の経験を通して、公正に取り組む、互いに協
力する、自己の役割を果たすなどの意欲を育てるとともに、健康・安全
に留意し、自己の最善を尽くして運動をする態度を育てる。

体育分野

第3学年

（1） 運動の合理的な実践を通して、運動の楽しさや喜びを味わい、生涯に
わたって運動を豊かに実践することができるようにするため、運動、体
力の必要性について理解するとともに、基本的な技能を身に付けるよう
にする。

（2） 運動についての自己や仲間の課題を発見し、合理的な解決に向けて思
考し判断するとともに、自己や仲間の考えたことを他者に伝える力を養
う。

（3） 運動における競争や協働の経験を通して、公正に取り組む、互いに協
力する、自己の責任を果たす、参画する、一人一人の違いを大切にしよ
うとするなどの意欲を育てるとともに、健康・安全を確保して、生涯に
わたって運動に親しむ態度を養う。

（1） 運動の合理的な実践を通して、運動の楽しさや喜びを味わうととも
に、知識や技能を高め、生涯にわたって運動を豊かに実践することがで
きるようにする。

（2） 運動を適切に行うことによって、自己の状況に応じて体力の向上を図
る能力を育て、心身の調和的発達を図る。

（3） 運動における競争や協同の経験を通して、公正に取り組む、互いに協
力する、自己の責任を果たす、参画するなどの意欲を育てるとともに、
健康・安全を確保して、生涯にわたって運動に親しむ態度を育てる。

保健分野 （1） 個人生活における健康・安全について理解するとともに、基本的な技
能を身に付けるようにする。

（2） 健康についての自他の課題を発見し、よりよい解決に向けて思考し判
断するとともに、他者に伝える力を養う。

（3） 生涯を通じて心身の健康の保持増進を目指し、明るく豊かな生活を営
む態度を養う。

個人生活における健康・安全に関する理解を通して、生涯を通じて自ら
の健康を適切に管理し、改善していく資質や能力を育てる。

技術・家庭
生活の営みに係る見方・考え方や技術の見方・考え方を働かせ、生活や

技術に関する実践的・体験的な活動を通して、よりよい生活の実現や持続
可能な社会の構築に向けて、生活を工夫し創造する資質・能力を次のとお
り育成することを目指す。

（1） 生活と技術についての基礎的な理解を図るとともに、それらに係る技
能を身に付けるようにする。

（2） 生活や社会の中から問題を見いだして課題を設定し、解決策を構想
し、実践を評価・改善し、表現するなど、課題を解決する力を養う。

生活に必要な基礎的・基本的な知識及び技術の習得を通して、生活と技
術とのかかわりについて理解を深め、進んで生活を工夫し創造する能力と
実践的な態度を育てる。
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（3） よりよい生活の実現や持続可能な社会の構築に向けて、生活を工夫し
創造しようとする実践的な態度を養う。

技術分野 技術の見方・考え方を働かせ、ものづくりなどの技術に関する実践的・
体験的な活動を通して、技術によってよりよい生活や持続可能な社会を構
築する資質・能力を次のとおり育成することを目指す。

（1） 生活や社会で利用されている材料、加工、生物育成、エネルギー変換
及び情報の技術についての基礎的な理解を図るとともに、それらに係る
技能を身に付け、技術と生活や社会、環境との関わりについて理解を深
める。

（2） 生活や社会の中から技術に関わる問題を見いだして課題を設定し、解
決策を構想し、製作図等に表現し、試作等を通じて具体化し、実践を評
価・改善するなど、課題を解決する力を養う。

（3） よりよい生活の実現や持続可能な社会の構築に向けて、適切かつ誠実
に技術を工夫し創造しようとする実践的な態度を養う。

ものづくりなどの実践的・体験的な学習活動を通して、材料と加工、エ
ネルギー変換、生物育成及び情報に関する基礎的・基本的な知識及び技術
を習得するとともに、技術と社会や環境とのかかわりについて理解を深
め、技術を適切に評価し活用する能力と態度を育てる。

家庭分野 生活の営みに係る見方・考え方を働かせ、衣食住などに関する実践的・
体験的な活動を通して、よりよい生活の実現に向けて、生活を工夫し創造
する資質・能力を次のとおり育成することを目指す。

（1） 家族・家庭の機能について理解を深め、家族・家庭、衣食住、消費や
環境などについて、生活の自立に必要な基礎的な理解を図るとともに、
それらに係る技能を身に付けるようにする。

（2） 家族・家庭や地域における生活の中から問題を見いだして課題を設定
し、解決策を構想し、実践を評価・改善し、考察したことを論理的に表
現するなど、これからの生活を展望して課題を解決する力を養う。

（3） 自分と家族、家庭生活と地域との関わりを考え、家族や地域の人々と
協働し、よりよい生活の実現に向けて、生活を工夫し創造しようとする
実践的な態度を養う。

衣食住などに関する実践的・体験的な学習活動を通して、生活の自立に
必要な基礎的・基本的な知識及び技術を習得するとともに、家庭の機能に
ついて理解を深め、これからの生活を展望して、課題をもって生活をより
よくしようとする能力と態度を育てる。

外国語
外国語によるコミュニケーションにおける見方・考え方を働かせ、外国

語による聞くこと、読むこと、話すこと、書くことの言語活動を通して、
簡単な情報や考えなどを理解したり表現したり伝え合ったりするコミュニ
ケーションを図る資質・能力を次のとおり育成することを目指す。

（1） 外国語の音声や語彙、表現、文法、言語の働きなどを理解するととも
に、これらの知識を、聞くこと、読むこと、話すこと、書くことによる
実際のコミュニケーションにおいて活用できる技能を身に付けるように
する。

（2） コミュニケーションを行う目的や場面、状況などに応じて、日常的な
話題や社会的な話題について、外国語で簡単な情報や考えなどを理解し
たり、これらを活用して表現したり伝え合ったりすることができる力を
養う。

（3） 外国語の背景にある文化に対する理解を深め、聞き手、読み手、話し
手、書き手に配慮しながら、主体的に外国語を用いてコミュニケーショ
ンを図ろうとする態度を養う。

外国語を通じて、言語や文化に対する理解を深め、積極的にコミュニ
ケーションを図ろうとする態度の育成を図り、聞くこと、話すこと、読む
こと、書くことなどのコミュニケーション能力の基礎を養う。

英語 英語学習の特質を踏まえ、以下に示す、聞くこと、読むこと、話すこと
［やり取り］、話すこと［発表］、書くことの五つの領域別に設定する目標
の実現を目指した指導を通して、第１の（1）及び（2）に示す資質・能力
を一体的に育成するとともに、その過程を通して、第１の（3）に示す資
質・能力を育成する。
（1） 聞くこと
ア はっきりと話されれば、日常的な話題について、必要な情報を聞き取

ることができるようにする。
イ はっきりと話されれば、日常的な話題について、話の概要を捉えるこ

とができるようにする。
ウ はっきりと話されれば、社会的な話題について、短い説明の要点を捉

えることができるようにする。
（2） 読むこと
ア 日常的な話題に関して、簡単な語句や文で書かれたものから必要な情

報を読み取ることができるようにする。
イ 日常的な話題に関して、簡単な語句や文で書かれた短い文章の概要を

捉えることができるようにする。
ウ 社会的な話題に関して、簡単な語句や文で書かれた短い文章の要点を

捉えることができるようにする。

（1） 初歩的な英語を聞いて話し手の意向などを理解できるようにする。
（2） 初歩的な英語を用いて自分の考えなどを話すことができるようにする。
（3） 英語を読むことに慣れ親しみ、初歩的な英語を読んで書き手の意向な

どを理解できるようにする。
（4） 英語で書くことに慣れ親しみ、初歩的な英語を用いて自分の考えなど

を書くことができるようにする。
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（3） 話すこと［やり取り］
ア 関心のある事柄について、簡単な語句や文を用いて即興で伝え合うこ

とができるようにする。
イ 日常的な話題について、事実や自分の考え、気持ちなどを整理し、簡

単な語句や文を用いて伝えたり、相手からの質問に答えたりすることが
できるようにする。

ウ 社会的な話題に関して聞いたり読んだりしたことについて、考えたこ
とや感じたこと、その理由などを、簡単な語句や文を用いて述べ合うこ
とができるようにする。

（4） 話すこと［発表］
ア 関心のある事柄について、簡単な語句や文を用いて即興で話すことが

できるようにする。
イ 日常的な話題について、事実や自分の考え、気持ちなどを整理し、簡

単な語句や文を用いてまとまりのある内容を話すことができるようにす
る。

ウ 社会的な話題に関して聞いたり読んだりしたことについて、考えたこ
とや感じたこと、その理由などを、簡単な語句や文を用いて話すことが
できるようにする。

（5） 書くこと
ア 関心のある事柄について、簡単な語句や文を用いて正確に書くことが

できるようにする。
イ 日常的な話題について、事実や自分の考え、気持ちなどを整理し、簡

単な語句や文を用いてまとまりのある文章を書くことができるようにす
る。

ウ 社会的な話題に関して聞いたり読んだりしたことについて、考えたこ
とや感じたこと、その理由などを、簡単な語句や文を用いて書くことが
できるようにする。

その他の
外国語

その他の外国語については、英語の１に示す五つの領域別の目標、２に
示す内容及び３に示す指導計画の作成と内容の取扱いに準じて指導を行う
ものとする。

その他の外国語については、英語の目標及び内容等に準じて行うものと
する。

特別の教科 道徳
第１章総則の第１の２の（2）に示す道徳教育の目標に基づき、よりよ

く生きるための基盤となる道徳性を養うため、道徳的諸価値についての理
解を基に、自己を見つめ、物事を広い視野から多面的・多角的に考え、人
間としての生き方についての考えを深める学習を通して、道徳的な判断
力、心情、実践意欲と態度を育てる。

道徳教育の目標は、第1章総則の第1の2に示すところにより、学校の教
育活動全体を通じて、道徳的な心情、判断力、実践意欲と態度などの道徳
性を養うこととする。

道徳の時間においては、以上の道徳教育の目標に基づき、各教科、総合
的な学習の時間及び特別活動における道徳教育と密接な関連を図りなが
ら、計画的、発展的な指導によってこれを補充、深化、統合し、道徳的価
値及びそれに基づいた人間としての生き方についての自覚を深め、道徳的
実践力を育成するものとする。

総合的な学習の時間
探究的な見方・考え方を働かせ、横断的・総合的な学習を行うことを通

して、よりよく課題を解決し、自己の生き方を考えていくための資質・能
力を次のとおり育成することを目指す。

（1） 探究的な学習の過程において、課題の解決に必要な知識及び技能を身
に付け、課題に関わる概念を形成し、探究的な学習のよさを理解するよ
うにする。

（2） 実社会や実生活の中から問いを見いだし、自分で課題を立て、情報を
集め、整理・分析して、まとめ・表現することができるようにする。

（3） 探究的な学習に主体的・協働的に取り組むとともに、互いのよさを生
かしながら、積極的に社会に参画しようとする態度を養う。

横断的・総合的な学習や探究的な学習を通して、自ら課題を見付け、自
ら学び、自ら考え、主体的に判断し、よりよく問題を解決する資質や能力
を育成するとともに、学び方やものの考え方を身に付け、問題の解決や探
究活動に主体的、創造的、協同的に取り組む態度を育て、自己の生き方を
考えることができるようにする。

特別活動
集団や社会の形成者としての見方・考え方を働かせ、様々な集団活動に

自主的、実践的に取り組み、互いのよさや可能性を発揮しながら集団や自
己の生活上の課題を解決することを通して、次のとおり資質・能力を育成
することを目指す。

（1） 多様な他者と協働する様々な集団活動の意義や活動を行う上で必要と
なることについて理解し、行動の仕方を身に付けるようにする。

（2） 集団や自己の生活、人間関係の課題を見いだし、解決するために話し
合い、合意形成を図ったり、意思決定したりすることができるようにす
る。

（3） 自主的、実践的な集団活動を通して身に付けたことを生かして、集団

望ましい集団活動を通して、心身の調和のとれた発達と個性の伸長を図
り、集団や社会の一員としてよりよい生活や人間関係を築こうとする自主
的、実践的な態度を育てるとともに、人間としての生き方についての自覚
を深め、自己を生かす能力を養う。
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や社会における生活及び人間関係をよりよく形成するとともに、人間と
しての生き方についての考えを深め、自己実現を図ろうとする態度を養
う。

学級活動 学級や学校での生活をよりよくするための課題を見いだし、解決するた
めに話し合い、合意形成し、役割を分担して協力して実践したり、学級で
の話合いを生かして自己の課題の解決及び将来の生き方を描くために意思
決定して実践したりすることに、自主的、実践的に取り組むことを通し
て、第１の目標に掲げる資質・能力を育成することを目指す。

学級活動を通して、望ましい人間関係を形成し、集団の一員として学級
や学校におけるよりよい生活づくりに参画し、諸問題を解決しようとする
自主的、実践的な態度や健全な生活態度を育てる。

生徒会
活動

異年齢の生徒同士で協力し、学校生活の充実と向上を図るための諸問題
の解決に向けて、計画を立て役割を分担し、協力して運営することに自主
的、実践的に取り組むことを通して、第１の目標に掲げる資質・能力を育
成することを目指す。

生徒会活動を通して、望ましい人間関係を形成し、集団や社会の一員と
してよりよい学校生活づくりに参画し、協力して諸問題を解決しようとす
る自主的、実践的な態度を育てる。

学校行事 全校又は学年の生徒で協力し、よりよい学校生活を築くための体験的な
活動を通して、集団への所属感や連帯感を深め、公共の精神を養いなが
ら、第１の目標に掲げる資質・能力を育成することを目指す。

学校行事を通して、望ましい人間関係を形成し、集団への所属感や連帯
感を深め、公共の精神を養い、協力してよりよい学校生活を築こうとする
自主的、実践的な態度を育てる。

 資料室 
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